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社会実験実施コンセプト 

 

 

■ 原爆ドーム及び平和記念公園周辺地区 

→ 平和記念公園は、市民や国内外から広島を訪れる人々が平和を祈り、平和を考え、安らぎ、

くつろぐことができる環境を整えていく必要がある。夜間も安心して散策できる安全・安心

のあかりを確保するとともに、祈りの場としてふさわしい厳かな雰囲気を演出する適切な照

明整備を検討する。 

 

■ 広島城・中央公園地区 

 → 広島城天守及び石垣等のライトアップに加え、夜間も広島城を訪れる人々が安心してその

ライトアップを鑑賞することができる場となるよう、史跡広島城跡の範囲及びその外周部を

含めた広島城区域全体をパッケージとした景観照明の更新を検討する。 

 

■ 紙屋町・八丁堀地区 

  → 広島都心のにぎわいの核であり、民間主体のまちづくり団体が精力的に活動しているエリ

アである。そういった団体と連携するなどして、公共空間における夜間景観形成による夜の

滞留空間の創出を検討する。 

 

■ 京橋川系リバーフロント地区 

 → 広島の景観を代表する河川空間について、水辺ならではの魅力を高める照明演出の手法を

検討するとともに、夜も憩い、佇み、活動することができる空間に改善する整備案を検討し、

また、隣接する民間敷地の漏れ光等による影響を整理する。 

 

■ 湯来温泉・湯の山温泉地区 

→ 中山間地に位置する観光施設の再生に向けて、夜もそぞろ歩きできる魅力的な温泉街の雰

囲気を演出する照明手法を検討するとともに、より効果的な検証結果が得られるよう、湯来

ロッジからの動線を意識した照明検討や集客施策についても合わせて行う。 

 

 


